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平成 24 年 2 月 14 日 

各 位 

 会 社 名  Ｓ Ｒ Ｉ ス ポ ー ツ 株 式 会 社 

 代 表 者  代表取締役社長 野尻  恭 

 (コード番号：7825 東証第一部) 

 問合せ先 経   理   部   長 長野  正人 

 TEL：078 (265) 3200 

 

簡易株式交換による連結子会社（株式会社ダンロップスポーツ中部）の 
完全子会社化に関するお知らせ 

 

ＳＲＩスポーツ株式会社（以下、「ＳＲＩスポーツ」といいます。）と株式会社ダンロップスポーツ

中部（以下、「ダンロップスポーツ中部」といいます。）は、本日両社の取締役会においてダンロップ

スポーツ中部をＳＲＩスポーツの完全子会社とするため株式交換（以下、「本株式交換」といいます。）

を行うことを決議いたしましたので下記の通りお知らせいたします。 

なお、本株式交換は、連結子会社を完全子会社とする簡易株式交換であるため、開示事項・内容を

一部省略して開示しております。 

 

記 

 

１．株式交換による完全子会社化の目的 

ダンロップスポーツ中部の完全子会社化により、ＳＲＩスポーツグループの連結経営体制を一層

強化し、収益力及び企業価値の向上を図ることを目的としております。 

 

２．株式交換の要旨 

（１）株式交換の日程 

株式交換決議取締役会（両社）          平成 24 年 2 月 14 日（火） 

株式交換契約締結（両社）            平成 24 年 2 月 14 日（火） 

株式交換承認株主総会（ダンロップスポーツ中部） 平成 24 年 2 月 29 日（水）（予定） 

株式交換の予定日（効力発生日）         平成 24 年 6 月 25 日（月）（予定） 

（注１）ＳＲＩスポーツは、会社法第 796 条第 3 項の規定にもとづき、株主総会の承認を

必要としない簡易株式交換の手続きにより行う予定であります。 

（注２）本株式交換の効力発生日は、両社の合意により変更される可能性があります。 

（注３）ＳＲＩスポーツが本株式交換により割り当てる株式とするために新たに取得する

必要のある株式数を自己株式取得期間内に取得できなかった場合は、再度自己株

式の取得を行うために本株式交換の効力発生日を変更・延期する予定です。 
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（２）株式交換に係る割当ての内容 

ＳＲＩスポーツは、本株式交換に際して本株式交換が効力を生じる時点の直前のダンロップ

スポーツ中部の株主名簿に記載又は記録された株主のうちＳＲＩスポーツを除く株主に対し、

当該株主が保有するダンロップスポーツ中部の普通株式数に、以下の方法により算出される株

式交換比率を乗じて得た数のＳＲＩスポーツの普通株式を割り当てます。 

 

交換比率＝55,363 円／ＳＲＩスポーツの普通株式の平均株価 

 

なお、「ＳＲＩスポーツの普通株式の平均株価」は、平成 23 年 12 月 1 日（同日を含む）か

ら平成 24 年 4 月 27 日（同日を含む）までのＳＲＩスポーツの普通株式 1 株当たり終値の平均

値です。 

 

（注１）株式交換比率の計算方法 

株式交換比率は、小数第 3 位まで算出し、その小数第 3 位を四捨五入いたします。 

（注２）株式交換により交付する株式数等 

ダンロップスポーツ中部の発行済普通株式 40,000 株のうちＳＲＩスポーツが保有す

る株式 26,600 株を除く 13,400 株に対し、交換比率を乗じて得た数のＳＲＩスポーツ

普通株式をもって割り当てます。また、ＳＲＩスポーツは本株式交換に際し、市場よ

り自己株式の取得を行い、現在保有している自己株式と合わせて、ＳＲＩスポーツが

保有する自己株式をもって割り当てるものとします。 

なお、本株式交換により割り当てる株式を全て自己株式とするのは、ＳＲＩスポーツ

の株主の持株比率を希釈しないためです。 

 

（３）株式交換に係る割当ての内容の算定根拠 

本株式交換の株式交換比率については、ＳＲＩスポーツは第三者機関にダンロップスポーツ

中部の株式の算定を依頼しその算定結果を参考として、当事者間で両社の株主にとっての有効

性を総合的に勘案した結果、前記２．（２）に記載した交換比率が最適な比率と判断しました。 

また、「ＳＲＩスポーツの普通株式の平均株価」の対象期間については、ダンロップスポーツ

中部は非上場企業であるのに対しＳＲＩスポーツは上場企業であり株価が日々変動することか

ら、公平性を保つため、両社交渉の結果、まずその終期については実務上の不都合がない範囲

でできる限り本株式交換の効力発生日に近い日を採用し、次にその始期については、ＳＲＩス

ポーツの平成 23 年度決算の発表日である平成 24 年 2 月 14 日から起算して始期と終期それぞ

れまでの期間が同程度となる日を採用いたしました。 

 

（４）株式交換に伴う株式交換完全子会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

ダンロップスポーツ中部は、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 
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３．株式交換の当事会社の概要（平成 23 年 12 月 31 日現在） 

 株式交換完全親会社 株式交換完全子会社 

（１）名称 ＳＲＩスポーツ株式会社 株式会社ダンロップスポーツ中部 

（２）所在地 兵庫県神戸市中央区脇浜町三丁目 6 番

9 号 

愛知県名古屋市中区千代田五丁目 

4 番 16 号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長  野尻 恭 代表取締役社長  相羽 昭 

（４）事業内容 ゴルフ用品、テニス用品などのスポー

ツ用品の製造販売 

ゴルフ用品の販売 

（５）資本金 9,207 百万円 20 百万円 

（６）設立年月日 平成 15 年 7 月 1 日 昭和 43 年 4 月 12 日 

（７）発行済株式数 29,000 千株 40 千株 

（８）決算期 12 月 31 日 12 月 31 日 

住友ゴム工業㈱ 60.38％ ＳＲＩスポーツ㈱ 66.5％
日本マスタートラスト信託

銀行㈱（信託口） 
3.18％ 東郷産業㈱ 33.5％

日本トラスティ・サービス信

託銀行㈱（信託口） 
2.04％   

ＣＲＥＤＩＴ ＳＵＩＳＳＥ  

ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ （ＥＵＲＯＰＥ）

ＬＩＭＩＴＥＤ ＰＢ ＳＥＣ ＩＮＴ

ＮＯＮ−ＴＲ ＣＬＩＥＮＴ 

1.19％   

（９）大株主及び持株比率 

ＳＲＩスポーツ㈱ 1.03％   

（10）当事者間の関係等 

 資本関係 ＳＲＩスポーツは、ダンロップスポーツ中部の発行済株式総数の 66.5％の株式

を保有しております。 

 人的関係 ダンロップスポーツ中部の取締役 6 名のうち、1 名はＳＲＩスポーツの現代表

取締役、2 名は現従業員です。また、ダンロップスポーツ中部の監査役 2 名の

うち、1 名はＳＲＩスポーツの現従業員です。 

取引関係 ダンロップスポーツ中部は、ＳＲＩスポーツより商品を仕入れております。 

関連当事者への該当状況 ダンロップスポーツ中部は、ＳＲＩスポーツの連結子会社です。 

（11）直前の事業年度（平成 23 年 12 月期）の財政状態及び経営成績 

純資産 （連結） 35,215 百万円 （単体） 2,278 百万円

総資産 （連結） 52,479 百万円 （単体） 5,213 百万円

1 株当たり純資産 （連結） 1,184.37 円 （単体） 56,968.24 円

売上高 （連結） 58,695 百万円 （単体） 6,421 百万円

営業利益 （連結） 2,855 百万円 （単体） 10 百万円

経常利益 （連結） 2,506 百万円 （単体） 35 百万円

当期純利益 （連結） 1,890 百万円 （単体） 55 百万円

1 株当たり当期純利益 （連結） 65.86 円 （単体） 1,377.63 円
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４．株式交換後の状況 

 株式交換完全親会社 

（１）名称 ＳＲＩスポーツ株式会社 

（２）所在地 兵庫県神戸市中央区脇浜町三丁目 6 番 9 号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長  野尻 恭 

（４）事業内容 ゴルフ用品、テニス用品などのスポーツ用品の製造販売 

（５）資本金 9,207 百万円 

（６）決算期 12 月 31 日 

（注）平成 23 年 12 月末現在の株主名簿を基準として試算した場合、本株式交換によりＳＲＩスポ

ーツの株式の割当てを受ける東郷産業株式会社は、ＳＲＩスポーツの第 3 位の株主となる見

込みです。 

 

５．株式交換による業績への見通し 

ダンロップスポーツ中部はＳＲＩスポーツの連結子会社であり、本株式交換による完全子会社化

に伴うＳＲＩスポーツの今期連結及び単独業績への影響は軽微であります。 

 

 

以 上 

 


